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１Ｂ０９

サーキュラーエコノミーにおける食と容器包装の関係性

～食の循環経済に関する一考察～

○田中健太郎，妹尾堅一郎，伊澤久美 宮本聡治（産学連携推進機構）

キーワード： サーキュラーエコノミー 、食、容器包装、ビジネスモデル、フードロス、

フードウェイスト

 はじめに

近年フードロス・フードウェイスト削減に向けたビジネスが多様に出現し、国内の食産業が再編成さ

れ始め、食のサーキュラーエコノミー（ ）化の兆しが見え始めている。（この点について、我々は昨年

度本学会で発表を行った）。他方、食に関わる容器包装も の観点から大変革を迫られている（例えば、

プラスチックの環境汚染問題）。進展する ビジネスにおいて、食と容器包装はどのように関係すべき

か、またしうるのか。

本論では、 における食と容器包装の関係性に焦点を当て、事例等を活用しつつ ビジネスに関す

る知見を抽出すると共に、俯瞰的考察を行う。

 食と容器包装に関する近年の 動向

 食に関する 動向

欧州委員会は 年、今後の の食品行政の方向性を示す「 戦略」を打ち出した。

は農場から食卓までを意味し、この戦略には持続可能な食料生産の確保、持続可能な食品

加工・卸売り・小売店・ホスピタリティー・食品サービスの実践の促進、健康的で持続可能な食事の助

長、持続可能な食品消費の促進、食品ロス削減の行動計画が示されている 。

日本では 年「食品ロスの削減の推進に関する法律」が施行され、フードロス・フードウェイスト

削減に向け、自治体・事業者等の責務が示された 。また、近年フードロス・ウェイスト削減に向け、そ

れまで“外部経済に廃棄”されていた食を“内部経済で循環”させるビジネスが多様に出現し、食産業

の各段階の要素同士の関係性が変容と多様化し、食の 化が見え始めた 。

 容器包装に関する 動向

エレン・マッカーサー財団は 年、容器包装の 構築に向けた

（ ）スキームの実装を求める声明を出した 。ここでは、市場に容器包装を供給する産業界の全プレ

イヤーが、容器包装使用後の回収、分別、リサイクルなどの各工程に必要な資金を供給する仕組みづく

りの必要性を主張している。

日本では 年に容器包装リサイクル法が改正され、それまで市町村が全面的に責任を担っていた

容器包装廃棄物の処理を、消費者、市町村、事業者の 者で責任分担することとされた。また、プラス

チック製容器包装、ガラス製容器、紙製容器包装、ペットボトルについては、事業者に再商品化が義務

づけられた。

他方、ビジネスとしては、リユースを促すビジネス、リサイクルを促すビジネスが出現してきた。

このような流れの中で、食と容器包装はどのように関係すべきなのだろうか。次章以降、「食の ス

テージ連環モデル」を用いて、食への容器包装ビジネスの関わりを整理し、これらの関係性を整理・考

察するとともに、容器包装産業自体の 化についても整理・考察する。

 食の に資する容器包装ビジネス事例

 食の保存期間の延長 調理時間の短縮に関するビジネス

（株） は、保存期間中に生鮮食品、コーヒー豆、ドリップコーヒー粉末などから発生する二酸化酸

素などのガスを、フィルム包装外へ自動排出する技術を開発し、この技術を用いて製造した軟包装を販

売する 。これは食の「１次生産」「 次加工」「 次流通」「 次調達」において、食の保存期間を延長す
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るビジネスとみなすことができる。

大日本印刷（株）は、 スーパーハイバリア紙包材（ ボイル・レトルト仕様）の製造販売を行う。

従来、パウチやプラスチック容器の蓋などは、ボイル・レトルト殺菌に対する耐久性などの問題で単一

素材化が難しかった。大日本印刷は、これらの包材をポロプロピレン（ ）単一素材でつくることに成

功し、リサイクルしやすい設計とした 。これは、食の「 次加工」「 次流通」「 次調達」において、食

の保存期間を延長するビジネスと言えるだろう。また、生活者はこの包材を用いたレトルト食品を、い

つでも温めるだけで食べることができ、調理時間を短縮化できる。「 次調理」から「 次食事」への移

行を促進するビジネスとも見ることができる。

近年、家庭用の真空包装機が朝日産業（株）など様々な企業から販売されている 。これは家庭におけ

る「 次調達」における食の保存期間を延長することに加え、「 次調理」における食材の使い残しなど

のフードロスや、「 次片づけ」における調理器内の食べ残しなどのフードウェイストを、再び「 次調

理」に繋ぐビジネスととらえられる。

 食の量り売りに関するビジネス

（株）寺岡精工は、量り売り棚システム「 」を小売店に製造販売する量り売りビジネ

スを行う 。この量り売り棚システムは、棚、量り売り什器、セルフ量り売り計量器、電子棚札が一体と

なっている。これにより生活者は、自らが持参した容器に、必要量の食品（ナッツ類など）を自ら計量

して購入できるので、これは生活者の食べ残し削減、つまりフードウェイスト削減に繋がるだろう。

 食べられる容器包装に関するビジネス

（株）丸繁製菓は、小麦粉やコーンスターチなどを原材料とした食べられる食器「イートレー」を製

造販売する。「イートレー」はイベントで提供される焼きそばなどの容器として使用される 。食の端材

や規格外品などを容器包装の原材料として使用することでフードロス削減に繋がる可能性がある。また、

食とともに容器包装も体内で消化されれば、容器包装廃棄物の発生を防ぐだろう。

 容器包装の に資する容器包装ビジネス事例

 容器包装のリユースに関するビジネス

生活者が容器包装をリユースする事例

前述した（株）寺岡精工の量り売りビジネスは、食の「適時適量化」に加え、生活者は自らが持参し

た容器を繰り返しリユースすることで、使い捨

て容器の廃棄削減にも繋がる。

ここで使用されるリユース容器は、容器の

「生産」「設計」「加工」「流通」を経て、生活者

に「調達」された後、食の「 次調達」に入り、

食が充填され、食と統合される。その後、容器

は、食と共に食の循環を進み「使用」される。

食の「 次食事」が終わり「 次片づけ」にな

ると、容器と食は分離される。容器は生活者に

「洗浄」され、再び食の「 次調達」で食と統

合される。これらを繰り返すことで、容器は循

環され、廃棄が抑制される。

事業者が容器包装をリユースする事例

ウイスキーの樽は一般的に、事業者によって繰り返し利用される。ウイスキー製造販売を行うサント

リーホールディングス（株）によると、新しい樽は木香が強い原酒を生み出し、繰り返し使用すること

で木香が落ち着き、ウイスキーの長期熟成に適するという 。ウイスキーの樽は約 年（ウイスキーづ

くりに ～ 回）使用される。これは食の「 次加工」後に事業者が容器の洗浄・焼き付けをすることで、

「 次加工」における容器の繰り返し使用を可能にすると見ることができる。なお、そもそもウイスキ

ー樽はバーボン樽の転用のケースもすくなくない。また使用済みウイスキー樽の多くは木材としてボー

ルペンのホルダー部分として活用されている。

生活者と事業者が共同で容器包装をリユースする事例

合同会社は、イオン（株）や食品メーカーなどと協働し、高耐久性ステンレス容器などに

ガムなどの食品を充填して販売し、生活者の使用後に容器を店頭回収する。その後同社は自社の洗浄施

設で容器を洗浄し、再び容器を食品メーカーに引き渡してリユースするサービス「 」を行う 。容器

図図表表 （（株株））寺寺岡岡精精工工のの量量りり売売りりビビジジネネススににおおけけるる

食食ととリリユユーースス容容器器のの関関係係性性
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は繰り返し使用できるため、使い捨て容器が不要とな

る。また同社は、 年 期間限定で 株 三越伊勢丹ホ

ールディングスと協働し、｢ 」

を実施した。三越伊勢丹の総菜売り場で惣菜購入を希

望する顧客は、容器のデポジット代 円を支払って、

惣菜を購入し、後日店舗に空き容器を返却すると、デポ

ジット代分の優待券がもらえる。返却容器は同社が回

収・洗浄した後に、店舗へ返送される 。使い捨て容器

を使用しないため、プラスチック容器の廃棄が削減さ

れる。

ここで使用されるリユース容器は、容器の「生産」「設

計」「加工」「流通」を経て、食品メーカー等の事業者に

よる「 次加工」で食と統合される。そして容器は食と共に食の循環を進み、事業者・生活者に「使用」

され、食の「 次片づけ」になると、容器と食は分離される。その後、容器は事業者に「回収」「洗浄」

され、再び食の「 次加工」で再び食と統合される。これらを繰り返すことで、容器は内部経済で循環

され、外部経済への廃棄が抑制される。

 容器包装のリサイクルに関するビジネス事例

水平リサイクルする事例

（株）エフピコは食品トレーの製造販売を行う国内

最大手企業である。同社は、使用後の食品トレーを小売

店の店頭のボックスで回収し、自社リサイクル工場に

おいてトレー トレーの水平リサイクルも行っている

。食品トレーは容器包装の「生産」「設計」「加工」「流

通」「調達」工程を経て、食の「 次加工」で食が充填

され、食と統合する。その後、食品トレーは、食と共に

食の循環を進み「使用」される。食の「 次食事」が終

わり、「 次片づけ」になると、食品トレーは再び食か

ら分離される。分離後、使用後の容器包装として、「 生

活者 分別」「回収」「 事業者 分別」「リサイクル」「生

産」と再び容器包装の循環を進む。

レンゴー（株）は段ボール事業において、段ボールの

製造販売を行う国内最大手企業である。段ボール製造

原料としての使用済み段ボール使用率は ％であり、

回収された使用済み段ボールの殆どが、再び段ボール

へと水平リサイクルされる 。段ボールは「生産」「設計」

「加工」「流通」「調達」を経て、食の「１次生産」 「

次加工」に入り、食が梱包され、食と統合する。「 次

流通」 「 次調達」で食と分離後、「分別」「回収」「リ

サイクル」「生産」と再び容器包装の循環を進む。

他種容器包装へリサイクルする事例

日本製紙（株）は、使用済み紙コップ洗浄粉砕装置を

飲食店向けに製造販売を行う。この装置は、食の「 次片づけ」で使用済み紙コップの飲み残しを自動

で洗い流し、粉砕・圧縮する。従来は飲み残しによる異物やカビ発生により、リサイクルできなかった

使用済み紙コップをリサイクル可能にする。分別され粉砕・圧縮された紙コップは、段ボールなどの原

料として古紙業者が回収し、前述した段ボールのリサイクル循環に入る 。

他産業へリサイクルする事例

旭化成ホームプロダクツ（株）は、（株） 、テラサイクル社、㈱ビームスと

協働し、同社が製造販売する容器包装 ®を回収・リサイクルした傘を用い、傘のシェアリングサ

ービス「 」を首都圏沿線で行う 。食に関わる容器包装が、傘という他産業の

循環へ移行する事例であると言えよう。

図図表表 「「 」」ににおおけけるる食食とと

リリユユーースス容容器器のの関関係係性性

図図表表  33 食食とと食食品品トトレレーーのの関関係係性性

図図表表  44 食食とと段段ボボーールルのの関関係係性性

― 85―



1B09.pdf :4

 における食と容器包装の関係性に関する考察

「食の ステージ連環モデル」を用いて食に関する容器包装ビジネス事例を整理すると、食が容器包

装に包まれ、食と容器包装が「統合」するステージと、容器包装の使用後に、食と容器包装が「分離」

するステージがあることが分かる。また、「統合」ステージと、「分離」ステージは、ビジネス事例ごと

にそれぞれ多様であることも分かった。食と容器包装の「統合」と「分離」はそれぞれ何を意味してい

るのだろうか。 の観点から以下に考察する。

 食と容器包装の「統合」

「保存期間の延長」による食の健康寿命の延伸

容器包装が食の保存期間を延長し、食が内部経済に滞在できる期間を延長するビジネス（（株） 、

大日本印刷（株））、「 次調理」でフードロスになりそうな食や「 次片づけ」でフードウェイストにな

りそうな食を、再び「 次調理」に繋ぐビジネス（家庭用真空包装機）が存在した。これらは、食が容

器包装により包まれる「統合」ステージにおいて、容器包装によって食を化学的要因や生物学的要因か

ら守ることで、食の保存期間を延長するビジネスと見てとれた。ここでの食と容器包装の「統合」は、

食の外部経済への廃棄を抑制し、フードロス・フードウェイスト削減の意味があると考えられる。

「調理の短縮化」による食の次ステージへの進行促進

前述した大日本印刷（株）の事例は、食が容器包装に包まれることによる「保存期間の延長」に加え、

保存期間延長中に「調理の短縮化」によって、食を次ステージに進めるビジネスと見てとれた。本事例

では、容器包装は、食を「 次調理」から「 次食事」へと進行させており、これは食の使用を促進し、

食の外部経済への廃棄を抑制する意味があると考えられる。これは、フードロス・フードウェイスト削

減に対処するビジネスと見ることができる。 
食の「適時適量化」によるフードウェイスト削減

「粉モノ・液モノ」の食は、容器包装で個包装されることにより、商品としての形態を獲得し、「単位

化」される。これにより、生活者は店頭で商品を購入しやすくなることに加え、購入後も保存・利用し

やすくなり、食の消費が促進される。しかし、必要量以上の食が購入されると、余剰となった食が大量

廃棄されることにも繋がりうる。また、使い残しや食べ残しなどがフードロス・フードウェイストとな

ると同時に、容器包装も大量生産され、大量廃棄されてしまう。 
他方、前述した寺岡精工の量り売りビジネスは、生活者がナッツ類などの「粉モノ」の食を必要量だ

け量り取って、購入し消費するため、消費の「適時適量化」を促す。これは、フードロス・フードウェ

イストを削減する効果をもたらすとも言えよう。なお、この時使用される容器は、生活者が洗浄しリユ

ースするため、外部経済への廃棄は抑制されやすい。（ただし、排水を増加する点は指摘しうる）

容器包装の食用化による容器包装廃棄物の発生抑制

食を原料として容器を製造するビジネス（（株）丸繁製菓）がある。食から製造された容器は、食と同

時に「 次食事」で食べられるため、もし容器を本当に食するならば容器の廃棄物は発生しない。

 食と容器包装の「分離」

従来の消費主導経済では、モノが大量生産・大量消費されることが基本である。また、食の消費が増

加すると、容器包装の使用も増加する。そして、使用後の容器包装は焼却されるか、河川を通じて海へ

排出された。このような動きは、資源枯渇や環境汚染を引き起こすことに繋がった。

今回のビジネス事例群を見ると、いずれも、食の消費が増加すると容器包装の使用は増加することに

なっている。ただし、使用後の容器包装を外部経済に放出するのではなく、内部経済で循環させようと

する動きが活性化している様子が見られる。これらは、食の消費が増加しても、容器包装の廃棄を増加

させない、「食品の消費」と「容器包装の廃棄」を切り離す取り組みであると言えよう。つまり「食品の

消費」と「容器包装の廃棄」のデカップリングである。

このように、 への移行期における食と容器包装は一端「分離」した後、容器包装は外部経済に放出

されず、内部経済で循環し、改めて食の循環に統合される。では、移行期ではなく、 に移行後の容器

包装は具体的にはどのように循環しているのであろうか、すべきなのであろうか。これらを検討するた

め、今回調査したビジネス事例群をもとに、「食に関する容器包装の ステージ連環モデル」を提案す

る。
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 「食に関する容器包装の ステージ連環モデル」の提案

 「食に関する容器包装の ステージ連環モデル」

我々はこれまで「食の ステージ連環モデル」など、食

に関する循環モデルを提唱してきた。今回調査した国内の

容器包装のビジネス事例群を整理すると、容器包装のリユ

ースに関するビジネス、リサイクルに関するビジネス、食由

来の容器包装を用いることで容器包装の廃棄物の発生を抑

制するビジネスが活性化していた。これまで使い捨て容器

包装を主体とした容器包装産業が、循環型産業へ変容しよ

うとする試みであると言えよう。

これらのビジネスは、主に、①大きな循環の仕組み（多数

ステークホルダーの協調によるリサイクルが主体）を構築

する事例、②小さな循環の仕組み（生活者や事業者によるリ

ユースが主体）を構築する事例に整理できる。

これらを踏まえ、今回、食に関する容器包装の ステー

ジ連環モデルを提案したい。このモデルは、容器包装が、容

器包装の生産者による「 次生産」「 次設計」「 次加工」

「 次流通」と、生活者による「 次調達」「 次使用」と、

生活者 事業者による「 次分別①」と、事業者による「 次回収」「 次分別②」「 次リサイクル」が

連環し、容器包装が内部経済で循環する様子を表したモデルである。もちろん、このモデルは理念型で

あり、探索学習を進めるためのデバイスとして位置付けられるものである。

では、このモデルを用いると、ビジネスを行う上で、どのような気づきが得られるであろうか。

 リユース循環ループにおける「洗浄」の設計

このモデルを用いて今回の への移行期におけるビジネス事例群を整理してみると、容器包装がリ

ユースされるビジネスには、生活者 事業者が別々に「 次使用」で洗浄工程を経てリユースする場合（寺

岡精工の量り売り、ウイスキー製造）と、生活者 事業者の両者が連携して「 次使用」「 次分別①」「

次回収」を繋ぎ、洗浄工程を専業とする事業者（ ）を経てリユースする場合があると言えよ

う。

容器包装のリユースに関するビジネスの構築を検討する際には、どの段階で洗浄工程を差し込むか、

どのように容器包装を運ぶか、それらの工程は誰が担うのか、といった設計が必要となる。また、

のような循環ループでは、容器包装の不特定多数の利用を前提とする。それゆえ、リユース容器

包装は、洗浄後の衛生面における安全性を担保するリユース循環の設計が求められる。

 リサイクル循環ループにおける「分別」と「回収」の設計

容器包装のリサイクルを効果的・効率的に循環させるために、「 次設計」において単一素材化するこ

とで、その後の「分別」・「リサイクル」の工程を効果的・効率的に進めることができるようになる。

それに加え、「分別」における単一素材化も重要と考える。例えば単一素材で設計・加工されたペット

ボトルであっても「 次リサイクル」工程で他素材や異物混入等があると、水平リサイクルするような

マテリアルリサイクルの場合、次工程に繋ぐ素材の品質担保は難しくなる。そのため、「 次分別①」「

次回収」「 次分別②」の工程であらかじめ異物を分離・別回収する必要が出てくる。これらの工程で誰

（生活者 事業者）が、どのように（手動 自動）、「分別」や「回収」を行うのか、「分別」や「回収」を

どのような順序で何回ずつ実施するのか設計することが重要と考える。なお「分別」も、 回で異物と

別にできる方が効果的・効率的であるか、また分別回数別に環境負荷がどう異なるのかといった観点か

ら検討を行って見極めて設計することになるだろう。今回の食品トレーや段ボール等のビジネス事例で

は「分別」と「回収」の順序、「分別」の回数は多様であった。なお、本モデルを用いると、現状のペッ

トボトルをケミカルリサイクルする場合は、「 次リサイクル」で単一素材化されるので、「分別」は必

ずしも必要としない事例と見ることができる。

 他種容器包装のリサイクル循環の活用

日本製紙（株）のように、使用済み紙コップを段ボールのリサイクル循環に移行させるビジネスもあ

図図表表 「「食食にに関関すするる容容器器包包装装のの

スステテーージジ連連環環モモデデルル」」
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る。段ボールは既にリサイクル循環が発達しているため、使用済み紙コップをこの段ボールのリサイク

ル循環に入れることは効率的である。新たに容器包装のリサイクル循環の構築を検討する場合、同一容

器包装へのリサイクル循環だけでなく、他種容器包装のリサイクル循環の活用を視野に入れてもよいだ

ろう。

 むすび

「食の ステージ連環モデル」を用いて への移行期における食に関する容器包装ビジネス事例を

整理すると、食が容器包装に包まれ、食と容器包装が「統合」するステージと、使用後に食と容器包装

が「分離」するステージがあることが分かった。容器包装は食と「統合」すると、「保存期間の延長」に

よる食の健康寿命の延伸、「調理の短縮化」による食の次ステージへの進行促進、食の「適時適量化」に

よるフードウェイスト削減、容器包装の食用化による容器包装廃棄物の発生抑制等の価値があると考え

られた。

また、食と容器包装は「分離」した後、内部経済内で循環されようとしている。「食品の消費」と「容

器包装の廃棄」のデカップリングである。

今回、容器包装に関して新たに「食に関する容器包装の ステージ連環モデル」を提案した。前述の

ように、このモデルは理念型であり、 ビジネスに関する探索学習を行うためのデバイスである。この

モデルを用いて容器包装ビジネスを整理することで、 への移行期や における容器包装ビジネスは、

どのようにあるべきか、どのように各工程を設計すべきか、示唆を与えてくれることを期待している。

ただし、このモデル自体は試み段階である。このモデルの修正版もあるかもしれない。建設的批判をお

願いしたい。
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